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┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇　　　　　　クラウド時代のLinuxセミナー　8月24日開催 　　　　　 ◇◆
◆◇　　　　～クラウド時代のエンジニアのLinux/OSSスキルとは？～     ◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

市場において、Linuxがシェアを獲得し、中規模以上の企業ではOSSを
利用している企業が大半になった現在でも、LinuxやOSSが不得手な
システムインテグレータの方は多いのが現状です。
OSSが不得手なだけで、ビジネスチャンスを逃すことにもなりかねない
時代となりました。
これからのLinux、OSSについて業界の著名人を招き講演会を開催いたします。

ご興味がある方は是非この機会にご参加ください。

セミナー詳細
http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=778&m=12313&v=97c60ccd

開催日： 2012年8月24日（金） 14：00～17：30　(受付開始　13：30）
会場： ＣＴＣテクノロジー・駒沢ラーニングセンター2階
定員： 50名（参加無料）
主催： ＣＴＣテクノロジー株式会社
協力： 一般社団法人オープンソースライセンス研究所、BOSS-CON JAPAN（50音順）
対象： 人財育成担当者、仮想・Linux関連技術部門担当者

第1部「10年効くLinux技術～クラウド時代の
　　　　エンジニアのLinux/OSSスキルとは？」
講師：中井悦司様
　　　レッドハット株式会社
　　　Senior Solution Architect & Cloud Evangelist

第2部「今更聞けない! オープンソースのライセンスの基礎」
講師：杉本等様
　　　一般社団法人オープンソースライセンス研究所　代表理事 

第3部「ビジネスOSS市場動向」
講師：吉政忠志様
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　　　BOSS-CON JAPAN 理事長 

第4部「Linux、KVM 教育コース」のご紹介
講師：土屋大輔
　　　ＣＴＣテクノロジー株式会社

お申込はこちらから
http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=778&m=12313&v=97c60ccd

　注┃目┃コ┃ー┃ス┃
　━┛━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇　　　　　VMware vSphere: Design Workshop[V5] 　　　　　　　　　◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

VMware vSphere: Design Workshop[V5]コースは、VMware vSphere5.0を用いて
設計を行うエンジニアの方々向けのコースです。

講師の講義と受講生同士のディスカッションを通して、様々な設計のノウハウを
習得して頂くことができます。ディスカッションをして頂く際には、
模擬設計問題がありますので、様々なエンジニアの方々の設計手法を
参考にすることが可能です。

VCAP-DCD5の資格対策としてもお奨めできます。是非ご受講ください。

VM23　VMware vSphere: Design Workshop[V5]
期間：3日間
費用：\220,500（税込）

http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=779&m=12313&v=324d9cc3

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇　　VMware View: Install， Configure， Manage [V5.0]  　　　　　◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

VMware View: Install， Configure， Manage [V5.0]は、VMware View5.0を
使用して初めてVMware Virtual Desktop Infrastructureを構築・運用するために
必要な、知識、スキル、能力を提供します。

VMware View5.0ではユーザプロファイルを独自に管理する「Persona Management」
機能が新たに追加されております。
Windowsの「移動プロファイル」や「フォルダリダイレクト」が有名では
ありましたが、新たな選択肢として期待されている機能です。
Persona Managementは本コースでも紹介されている内容となりますので、
是非ご受講ください。

VM32　VMware View: Install， Configure， Manage [V5.0]
期間：3日間
費用：\281,400（税込）

http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=780&m=12313&v=3627c9e0

　ト┃ピ┃ッ┃ク┃
　━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
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◆◇『 Inst. Tech View 　～第15回“Hyper-V”～ 』 　　　　　　　　　◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

今回のInst. Tech Viewは、Hyper-Vについての話題です。

Windows Server 2012 や Windows 8 に搭載されるといわれている
Hyper-Vの仮想化機能ですが、現行の Windows Server 2008 R2 にも
Hyper-V バージョン2.0が搭載されています。
今回はHyper-V 2.0の「高可用性」と「Live Migration」について、
確認しておきたいと思います。

「高可用性」と「Live Migration」はいずれも前提として、
仮想マシンをフェールオーバークラスタのリソースとして登録し、
また仮想マシンの構成ファイルを「クラスタ共有ボリューム」と呼ばれる場所
に配置しておく必要があります。

高可用性の構成がされていると、仮想マシンを実行する
物理サーバー（クラスタのノード）が急に停止した場合、仮想マシンは一度
ダウンすることになりますが、別の物理サーバー（クラスタのノード）上で
再起動します。
Live Migrationは仮想マシンを起動したまま、別の物理サーバーに移動する
機能です。基本的には、クラスタ管理ツール等から手動で実行します。
動作の仕組みとしては、仮想マシンのメモリ情報を２台の物理サーバーで
同期後、フェールオーバーさせます。メモリ同期は仮想マシンのメモリ量等に
比例して時間がかかりますが、フェールオーバーは瞬時に終わり、
ユーザーへの影響は軽微です。
Live Migration は、仮想マシンを実行している物理サーバーを計画停止する際
などに使う機能です。例えば「物理サーバー1にセキュリティ修正プログラムを
適用したい(再起動が必要となる)ため、仮想マシンを物理サーバー2に
移動しよう」といった使い方です。
物理サーバーが障害等で「緊急停止」した場合は、前述した高可用性の動作となります。
高可用性とLive Migrationの基本的な説明は以上です。

Hyper-Vもバージョン2.0となってから年月がたっていますので、
ナレッジなどもそれなりに蓄積されてきているかと思います。
ここで１つ関連する事例をご紹介いたします。

≪事例≫
「Live Migration後、仮想マシンのネットワーク設定が以前の設定に戻る」

仮想マシンをクラスタリソースに登録後、Hyper-V マネージャーからVLAN の
設定を変更しています。その後Live Migrationを実施したところ、変更前の
設定に戻ってしまいました。Live Migrationには成功したのですが、
VLAN の設定が以前の状態に戻ったため、仮想マシンに接続するための
ネットワークが利用出来なくなってしまいました。

(原因と対処)
Hyper-V とフェールオーバークラスタはコンポーネントが異なるため、
Hyper-V の構成が動的にクラスタ側に反映されないことがあります。
Hyper-VマネージャーからVLANを設定した後、クラスタ管理ツールで
「仮想マシン構成を最新状態に更新」を行うことで、回避できる
可能性があります。

(参考URL)
Windows Server 2008 でフェールオーバークラスタのクイックマイグレーション
構成後 仮想マシンの構成を変更して仮想マシンリソースを移動すると
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フェールオーバーに失敗する場合がある
http://support.microsoft.com/kb/961782/
※Hyper-V 1.0 の技術情報となりますが、「回避策」セクションが参考に
なるかと思います。

最後に告知となりますが、ＣＴＣテクノロジーでは今回ご紹介したHyper-V 2.0の
高可用性・Live Migration構成をハンズオンで構築して頂き、前述のような事例を
紹介するなど、実践的な内容を多く盛り込んだトレーニングコース
「実践 Hyper-V」を開催しております。PowerShellを使用した仮想マシン管理や、
System Center Data Protection Managerを使用した仮想マシンのバックアップの
ハンズオン演習等も行っております。Hyper-Vスキルを向上させたい方の
ご受講を、心よりお待ちしております。

コースの詳細情報はこちら：

P712: 実践 Hyper-V
期間：3日間
費用：\141,750（税込）

http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=781&m=12313&v=93ac59ee

※※注意事項※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
文中の事例に対する原因と処置については、あくまでも一例であり、
お客様環境によっては適合しない場合がございますので、予めご了承ください。
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

　コ┃ラ┃ム┃
　━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇ 『スーパーエンジニアの独り言　第13回 “シャーロック”』    　  ◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

待望のロンドンオリンピック開催まで秒読みとなって参りました。
非アスリートである筆者にとっても英国、ロンドンは憧れの地です。

ご存知のようにロンドンには、世界一有名な街路アビイ・ロードがあります。
ウェストミンスター、ウィンブルドン、ノッティング・ヒル、パディントンに
代表されるスポーツ、文化に因んだ著名な地区。更にはハロッズ、シティ、
ロイヤル・アルバート・ホール、ビッグ・ベン、バッキンガム宮殿、そして
大英博物館。著名な百貨店や無数の歴史的名所があります。
実は数年前に念願かなって英国への旅行が出来たのですが、最初に訪れたのは
パブでもなくギグでもなくラフ・トレード・レコードでもなく、迷いも無く
ベーカー・ストリートに進路をとりました。シャーロック・ホームズです。

世界一有名な探偵 シャーロック・ホームズ(Sherlock Holmes)ですが、
彼が住居兼事務所としていたのがベーカー街の下宿で、住所は221B。
勿論、彼はアーサー・コナン・ドイルの小説に登場する架空の人物であり、
実在しません。そして、ベーカー街221Bも存在しないのです。それでも、
商業施設でモダンになったベーカー街を眺めながら物語である20世紀初頭の
風景を想像して悦に入りながらも、観光客用（昔の見世物小屋に相当する）
シャーロック・ホームズ博物館を覘いてその落胆を隠せませんでした。

シャーロック・ホームズで想起されるのは、原作小説における描写は無論の
事ですが、映像で良く題材にされておりその印象は強いと思われます。
無声映画時代から無数に映像化されており知りうる限りの中での選択では、
英国グラナダテレビ制作のジェレミー・ブレット演じるシャーロックが
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原作に忠実で最もシャーロックらしいといえるでしょう。日本語版吹替の
露口茂（太陽にほえろの山さん）が出す雰囲気も素晴らしいものでした。
最近では、ロバート・ダウニー・Jr.が演じている原作とは趣の異なる映画版
をイメージされる方も多いでしょう。ジュード・ロウがワトソン役で、好評
を博して続編も登場しました。そういえば「ヤング・シャーロック」という
映画もありましたね。

現在、英国BBC制作のテレビドラマ「シャーロック(SHERLOCK)」が放送されて
います。21世紀版シャーロック・ホームズで舞台は現代です。
「コンサルタント探偵」を名乗るシャーロック・ホームズと元軍医ジョン・
ワトソンが原作の骨子を世襲しつつも、21世紀である現代を舞台に活躍します。
変わり者で偏屈で頭脳明晰なのはそのままにシャーロックは、情報収集の道具
としてスマートフォン、インターネットを使い倒します。
ちなみにスマートフォンの機種は最初はBlackBerryでしたが、途中からiPhoneに
変わりました。数年前のロンドンでは実際、皆が皆、BlackBerryでしたが、
現在はiPhoneなのでしょう。

ところで劇中では、シャーロックがワトソンを試すシーンがあります。
証拠であるスニーカーからどのような情報を読み取ることができるのかを。
シャーロックはワトソンを褒めながらも大事な情報を全て見落としていると
手厳しく批評します。インターネット黎明期から情報の爆発と何度も繰り
返されていますが、現時点で宇宙の膨張に準えられる如くその度合いを
測ることすら出来ない状況です。過去には情報を得るために相応の努力が
必要でしたが、現在は何処かには求めている情報は存在するでしょう。
探し出すのが大変なのです。そして情報を見つけられたとしてもそれを
読み解くためには、相応の知識が必要です。

無数の個が発信する膨大な情報を整理するのは無駄な努力かとも思いますが、
個々が発信する一つ一つが大事な情報であり、これら膨大な知識が何処かに
蓄積、保存されることは重要な事です。欠落なく損失なく確実なる蓄積と
その永続的な保存が必須です。全ての情報が未来へ向けて資産であり、
その情報を発信した方が生きた証拠でもあります。また将来のある時点に
おいて必要に応じた情報を的確に見つけ出す術の更なる進歩が望まれます。
その反面、入手した情報を理解するためには、読み手である人間の読解能力
及び活用能力が求められます。得た情報を活かせるのかが本題です。

インターネット時代において、シャーロックはまさに申し子でしょう。
彼には到底及ばないですが 、鍛錬し自らを磨く必要があるようです。

では、次回をお楽しみに。

■お問合せ・ご意見・ご感想は◆ＣＴＣ教育サービス◆窓口まで━━━━━━━
シーティーシー・テクノロジー株式会社　エデュケーションサービス部
E-Mail： kyouiku@ctc-g.co.jp / TEL： 03-5712-8701

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
●外部委託について
　　　弊社はメールニュース配信業務をシーティーシー・ビジネスサービス
　　　株式会社（ＣＴＣ100%出資子会社）に委託しております。
●本メールマガジン編集・配信責任者
　　　ＣＴＣＴ　エデュケーションサービス部　部長　篠原　義一
　　　所在地：東京都世田谷区駒沢1-16-7　ctc_edu_mail@ctc-g.co.jp
●個人情報保護方針
　　　ＣＴＣグループの個人情報保護方針につきましては下記ＵＲＬをご参照
　　　ください。
　　　http://www.ctc-g.co.jp/guide/security_policy.html?top=b_security
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●配信中止及びお問合せ対応について
・「ＣＴＣ教育サービス　News&Topics」の配信が不要な場合には、
　下記ＵＲＬから配信停止のお手続きを行ってください。
　　　https://krs.bz/ctc-g/m/ctc-education
・当社では、複数種類のメールマガジンやメールニュースを発行しております。
  大変お手数ではございますが、ＣＴＣ教育サービス以外からのメール配信に
  ついての受信拒否および個人情報に関するご要求は、各メールに記載の個々
  の連絡先宛にそれぞれご連絡をお願いします。
・受信者ご本人様からの個人情報の開示・訂正・削除に関するご要求は、随時
  ctc_edu_mail@ctc-g.co.jpにてお受けいたします。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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